
二
十
一
世
紀
の
経
済
を
語
る

2
0
世
紀
を
振
り
返
り
、
2
1
世
紀
を
展
望
し
て
1

福

　

沢

誠

は
じ
め
に

一
九
九
八
年
二
月
、
平
和
の
祭
典
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
世
界
の
人
々
と
の
「
友
好
」
と
「
環
境
」
　
に
配
慮
し
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
二
十
一
世
紀
へ
の
架
け
橋
と
い
う
役
割
を
果
し
て
、
感
動
の
中
で
成
功
裡
に
終
え
た
。
後
、
一
年

足
ら
ず
で
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
が
、
我
々
が
生
き
て
き
た
二
〇
世
紀
と
は
ど
う
い
う
時
代
で
あ
っ
た
の
か
。
経
済
を
中
心

と
し
て
そ
の
足
取
り
を
探
り
、
「
温
故
知
新
」
き
た
る
べ
き
二
十
一
世
紀
の
課
題
は
何
か
を
、
私
な
り
に
採
り
上
げ
て
み
た

い。

1
　
二
〇
世
紀
は
何
だ
っ
た
の
か

Ⅲ
二
〇
世
紀
前
半
　
二
九
四
五
年
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
ま
で
）

あ
る
日
本
の
著
名
な
女
性
学
者
は
二
〇
世
紀
前
半
は
戦
争
と
戦
死
の
世
紀
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
事
実
、
有
史
以
来

二

十

一

世

紀

の

経

済

を

語

る
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八

八

の
戦
死
者
を
だ
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
サ
ラ
エ
ボ
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
皇
太
子
が
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
か
ら
勃
発
し
、
四
年
間
続
い
て
、
ド
イ
ツ
の
敗
戦
に
終
っ
た
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
二
十
年
後

の
一
九
三
九
年
、
ド
イ
ツ
軍
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
巻
き
こ
み
、
一
九
四
五

年
ま
で
続
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
は
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
三
国
同
盟
対
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ア

メ
リ
カ
の
連
合
国
と
の
戦
い
で
連
合
国
側
の
勝
利
に
終
っ
た
が
、
戦
死
者
は
双
方
で
、
第
一
次
大
戦
の
五
倍
の
五
千
万
人
に

上
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

第
一
次
大
戦
・
第
二
次
大
戦
と
も
、
そ
の
発
端
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
っ
た
。
こ
の
戦
争
の
教
訓
か
ら
、
第
一
次
大
戦
後
の

一
九
三
三
年
（
大
正
十
二
年
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
リ
ヒ
ヤ
ル
ト
・
ク
ー
デ
ン
ホ
フ
カ
レ
ル
ギ
ー
伯
（
母
は
日
本
人
青
山
光

子
）
が
「
汎
欧
州
」
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
一
つ
）
を
提
唱
し
た
が
実
ら
な
か
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
一
九
四
六
年
（
昭
和
二

十
一
年
）
、
チ
ャ
ー
チ
ル
元
英
首
相
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
合
衆
国
」
の
提
唱
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
「
不
戦
の
決
意
」

も
あ
っ
て
、
戦
後
E
C
　
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
）
　
の
歩
み
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
歩
み
を
み
る
と
、
明
治
維
新
以
来
、
年
表
に
み
る
と
お
り
、
二
〇
世
紀
前
半
は
、
富
国

強
兵
の
下
、
戦
争
と
不
況
が
色
濃
く
影
を
落
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
年
）
　
日
露
戦
争

一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
年
）
　
関
東
大
震
災

一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
　
金
融
恐
慌

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
　
満
州
事
変



一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
年
）
　
慮
溝
橋
事
件
（
支
那
事
変
）

一
九
四
一
年
　
（
昭
和
十
六
年
）
　
太
平
洋
戦
争

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
年
）
　
敗
戦

太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
時
、
国
外
に
い
た
日
本
の
軍
隊
は
三
六
〇
万
人
、
内
地
に
配
属
さ
れ
た
兵
力
は
陸
海
軍
合
計
二
五
〇

万
人
で
あ
っ
た
。
軍
人
・
軍
属
の
戦
死
は
一
八
〇
万
人
、
一
般
国
民
を
含
め
る
と
、
死
者
は
合
計
二
五
五
万
人
と
発
表
さ
れ

て
い
る
。

日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
で
は
、
一
九
四
八
年
、
韓
国
・
北
朝
鮮
を
は
じ
め
多
数
の
欧
米
の
旧
植
民
地
が
次
々
と

独
立
を
か
ち
と
り
、
地
球
上
に
多
く
の
新
興
国
家
が
誕
生
し
た
。
ま
ず
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
焼
土
か
ら
近
代
工
業
化

に
よ
り
経
済
的
に
立
ち
上
っ
て
き
た
日
本
に
続
い
て
、
ア
ジ
ア
N
I
E
S
　
（
ア
ジ
ア
新
興
工
業
経
済
群
）
と
呼
ば
れ
た
「
韓

国
、
台
湾
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」
が
、
一
九
七
五
年
以
降
は
、
ア
セ
ア
ン
　
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
　
の
「
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
諸
国
。
続
い
て
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド

が
相
次
い
で
雁
行
的
な
経
済
的
発
展
を
遂
げ
、
「
ア
ジ
ア
は
世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
。

㈲
　
二
〇
世
紀
後
半
　
二
九
四
五
年
以
降
）

㈱
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
誕
生

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
経
済
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
、
自
由
・
無
差
別
・
多
角
的
な
貿
易
体
制
（
ガ
ッ
ト
）

二

十

一

世

紀

の

経

済

を

語

る
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九



（B）ヨーロッパの通貨統合

（注）EU（欧州連合）は、1999年1月から、単一通貨
ユーロを導入する。参加国は15カ国のうち11

カ国。

ユーロ圏と日米の比較

ユーロ 11カ国 兔H��ﾙ��日　本 

人口 （95年） �(�C�ﾙ�ﾂ�2．6億人 ���C8壑�ﾂ�

国内総生 産（96年） 塗�C�)ｸ6�8ｲ�7．3兆ドル 滴�Ci)ｸ6�8ｲ�

（注）欧州委員会。OECD資料。

と
ド
ル
を
基
軸
と
す
る
国
際
通
貨
体
制
T
M
F
）
　
を
二
本
柱
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
方
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
反
省

か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
欧
州
六
か
国
（
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ー
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ベ
ル

グ
）
　
に
よ
り
、
一
九
六
七
年
に
E
C
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
）
を
発
足
さ
せ
、
さ
ら
に
一
九
九
三
年
E
C
を
母
体
と
し
て
E

U
　
（
欧
州
連
合
－
加
盟
国
一
五
ヶ
国
）
　
に
発
展
的
解
消
し
、
今
や
、
そ
の
う
ち
二
ヶ
国
に
よ
る
通
貨
統
合
を
実
現
し
ょ
う



と
し
て
い
る
。

一
九
九
九
年
一
月
一
日
か
ら
新
通
貨
ユ
ー
ロ
ー
が
誕
生
。
遅
く
と
も
二
〇
〇
二
年
一
月
ま
で
に
は
、
ユ
ー
ロ
ー
の
紙
幣
、

硬
貨
が
流
通
す
る
。
ユ
ー
ロ
ー
導
入
の
一
一
ヶ
国
の
G
D
P
　
（
国
内
総
生
産
）
　
は
、
約
七
兆
ド
ル
で
、
米
国
に
は
及
ば
な
い

も
の
の
、
日
本
を
は
る
か
に
上
回
り
、
貿
易
面
で
は
米
国
を
上
回
り
、
日
本
の
二
倍
の
規
模
と
な
る
。
一
九
九
七
年
末
の
世

界
の
外
貨
準
備
の
通
貨
別
シ
ェ
ア
は
、
ド
ル
五
七
二
％
、
主
要
欧
州
通
貨
一
七
・
八
％
、
日
本
円
五
・
〇
％
と
圧
倒
的
に

ド
ル
優
位
で
あ
る
。
ユ
ー
ロ
は
二
十
一
世
紀
に
は
、
世
界
第
二
位
の
通
貨
と
し
て
、
そ
の
シ
ェ
ア
を
高
め
て
い
く
と
予
想
さ

れ
る
。
日
本
は
貿
易
で
は
世
界
の
二
％
で
あ
る
が
、
円
建
て
取
引
で
は
六
％
と
国
際
化
が
遅
れ
、
ユ
ー
ロ
ー
に
比
べ
劣
勢

で
あ
る
。
国
家
主
権
を
超
え
て
、
平
和
的
に
通
貨
を
統
合
し
た
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
貴
重
な
知
恵
の
成
果
で
あ
る
と
評

価
さ
れ
よ
う
。

（
注
1
）
　
ガ
ッ
ト
＝
G
e
n
e
r
a
－
A
g
r
e
e
m
e
n
t
O
n
↓
a
r
i
f
f
s
紆
T
r
a
d
e
の
略
。
関
税
と
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
。
一
九
九

五
年
一
月
か
ら
W
T
O
　
（
世
界
貿
易
機
関
）
と
し
て
再
発
足
し
た
。

（
注
2
）
　
I
M
F
＝
－
n
t
e
r
n
a
t
i
O
ロ
a
－
M
O
n
e
t
a
r
y
F
u
n
d
の
略
。
国
際
通
貨
基
金
。
現
在
、
一
八
〇
ほ
ど
の
国
が
加
盟
し
て

お
り
、
金
融
の
安
定
を
は
か
る
の
を
目
的
と
し
て
い
る
。
現
在
の
本
部
は
、
ア
メ
リ
カ
の
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
に

あ
る
。

㈲
　
戦
後
五
〇
年
、
日
本
の
転
換

二
十
一
世
紀
の
経
済
を
語
る
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九

二

敗
戦
に
よ
り
、
日
本
は
ひ
た
す
ら
経
済
の
復
興
に
努
め
、
高
度
成
長
を
続
け
、
五
〇
年
前
に
は
、
名
目
G
D
P
　
（
国
民
総

生
産
）
　
で
、
わ
ず
か
〇
・
三
％
の
シ
ェ
ア
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
五
年
に
は
一
八
％
と
な
り
、
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
と

な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
現
在
二
五
％
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
が
、
五
〇
年
前
の
一
九
四
五
年
に
は
約
五
〇
％
を
占
め
て
い

た。

一
九
八
〇
年
代
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
行
っ
た
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
に
巨
額
の
財
政
、
貿
易
の
い
わ

ゆ
る
　
「
双
子
の
赤
字
」
を
生
み
だ
し
た
。
日
米
の
貿
易
不
均
衡
を
是
正
し
よ
う
と
し
て
、
日
本
は
「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
　
に
よ

り
「
内
需
拡
大
」
を
実
行
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
が
や
り
す
ぎ
て
金
融
の
超
緩
慢
を
招
き
、
カ
ネ
を
ダ
ブ
ダ
ブ
に
ダ
ブ
つ
か
せ

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
バ
ブ
ル
発
生
の
根
本
原
因
と
な
り
、
一
九
九
〇
年
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
、
日
本
経
済
は
大
転
換
を
迎

え
る
。
株
式
と
土
地
の
値
下
り
に
よ
っ
て
、
資
産
デ
フ
レ
不
況
に
お
ち
い
り
、
八
年
余
に
わ
た
っ
て
、
「
潜
水
艦
景
気
」
と

い
わ
れ
る
低
成
長
が
続
い
て
い
る
。
例
え
ば
①
一
九
九
二
年
以
来
の
日
米
成
長
率
の
逆
転
②
一
九
九
五
年
以
来
の
円
安
へ
の

潮
流
、
③
一
九
九
七
年
の
北
拓
銀
行
、
山
一
証
券
の
倒
産
④
一
九
九
八
年
の
日
本
長
銀
、
日
本
債
銀
の
相
次
ぐ
「
一
時
国
有

化
」
な
ど
バ
ブ
ル
崩
壊
の
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る
。

2
　
二
十
一
世
紀
の
潮
流

Ⅲ
　
世
界
は
一
つ
の
市
場

㈱
　
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
マ
ネ
ー
経
済



一
九
九
七
年
夏
、
タ
イ
か
ら
は
じ
ま
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
な
ど
へ
と
広
が
っ
た
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
は
日
本
に
も
甚

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

世
の
中
の
経
済
活
動
に
は
、
物
を
造
っ
て
売
り
買
い
す
る
「
モ
ノ
経
済
」
と
、
も
う
ひ
と
つ
金
融
の
世
界
で
の
、
カ
ネ
そ

の
も
の
、
有
価
証
券
と
か
相
場
の
対
象
と
な
る
先
物
な
ど
目
に
見
え
に
く
い
商
品
を
売
り
買
い
す
る
　
「
カ
ネ
経
済
」
　
の
二
つ

が
あ
る
。
中
で
も
永
年
に
わ
た
る
米
国
の
「
貿
易
赤
字
」
　
に
よ
る
ド
ル
の
垂
れ
流
し
に
よ
る
カ
ネ
余
剰
は
大
き
い
。
一
日
に

取
引
さ
れ
る
外
国
為
替
は
一
兆
ド
ル
か
ら
一
兆
五
千
億
ド
ル
。
時
差
を
利
用
し
、
一
日
二
四
時
間
、
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
東
京
市
場
な
ど
、
世
界
の
国
の
主
要
都
市
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。
円
に
換
算
す
れ
ば
二
〇
〇
兆
円
ぐ
ら
い
。
日
本
の

G
D
P
が
年
間
五
〇
〇
兆
円
だ
か
ら
、
そ
の
半
分
近
い
資
金
が
、
た
っ
た
一
日
の
う
ち
に
取
引
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
モ
ノ
経
済
で
あ
る
貿
易
取
引
の
ほ
う
は
、
一
日
五
〇
〇
億
ド
ル
か
ら
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
だ
か
ら
、
い
か
に
マ
ネ
ー
経

済
が
肥
大
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
の
よ
う
な
国
際
投
機
筋
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
　
（
注
参
照
）
な
ど
が
操
る
為
替
の
規
模
は
、
世
界
の
一

日
の
総
貿
易
量
百
四
〇
億
ド
ル
の
な
ん
と
約
九
十
倍
、
一
兆
二
千
億
ド
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
日
本
の
高
度
成
長
を
支
え
て
き
た
大
蔵
省
主
導
に
よ
る
「
護
送
船
団
」
方
式
は
、
こ
の
よ
う
な
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
の
潮
流
に
約
一
〇
年
乗
り
遅
れ
、
一
九
九
八
年
四
月
か
ら
、
よ
う
や
く
ビ
ッ
ク
バ
ン
　
（
大
爆
発
）
と
呼
ば
れ
る
金
融
開

国
を
は
じ
め
た
。

（
注
）
　
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド

二
十
一
世
紀
の
経
済
を
語
る
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九

四

中
東
、
欧
州
の
王
候
貴
族
・
機
関
投
資
家
な
ど
か
ら
集
め
た
多
額
の
資
金
を
、
株
式
、
債
権
、
外
為
市
場
な
ど
で
運

用
し
、
高
収
益
を
狙
う
投
資
信
託
基
金
　
（
フ
ァ
ン
ド
）
。
も
し
く
は
投
資
家
グ
ル
ー
プ
を
い
う
。
最
近
、
こ
れ
ら
の

跳
梁
に
対
す
る
規
制
措
置
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

㈲
　
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
新
し
い
金
融
の
流
れ

ア
メ
リ
カ
も
イ
ギ
リ
ス
も
一
九
八
〇
年
前
後
に
、
外
国
為
替
の
管
理
を
撤
廃
し
、
国
境
を
超
え
る
資
金
の
流
れ
を
自
由
化

し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
、
ア
メ
リ
カ
は
銀
行
と
証
券
業
務
と
の
垣
根
を
低
く
し
た
。
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
は
、
百
五

〇
億
年
前
の
宇
宙
の
大
爆
発
に
た
と
え
た
一
九
八
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
証
券
市
場
の
金
融
開
国
を
い
う
。
外
国
銀
行
の
参
入

に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
銀
行
、
証
券
会
社
の
多
く
が
外
国
資
本
に
よ
っ
て
吸
収
合
併
さ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
イ
ギ
リ
ス

の
金
融
市
場
は
活
性
化
さ
れ
、
シ
テ
ィ
は
世
界
有
数
の
金
融
市
場
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
テ
ニ
ス
の

「
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
国
際
試
合
場
」
で
の
外
国
選
手
の
み
で
の
活
躍
に
よ
る
活
況
に
な
ぞ
ら
え
で
「
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
効
果
」

と
い
っ
て
い
る
。
日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
は
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
外
国
為
替
管
理
法
が
撤
廃
さ
れ
、
生
き
残
り
を

か
け
て
日
本
の
金
融
機
関
（
銀
行
・
証
券
・
生
保
・
損
保
）
　
は
合
従
連
衡
を
展
開
し
て
い
る
。

ビ
ッ
ク
バ
ン
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

何
フ
リ
ー
（
自
由
）

手
数
料
の
自
由
化

垣
根
の
撤
廃



出所：日本＝日本銀行「資金循環勘定」
米国＝FRB「FlowofFundsAccounts」

二
十
一
世
紀
の
経
済
を
語
る



語
る

㈲
フ
ェ
ア
　
（
透
明
で
信
頼
で
き
る
）

情
報
開
示
の
徹
底

回
グ
ロ
ー
バ
ル
　
（
国
際
）

国
際
基
準
　
（
米
国
基
準
）
　
に
合
わ
せ
る
。

で
あ
る
。
外
資
が
入
っ
て
き
て
国
際
大
相
撲
が
は
じ
ま
る
。
そ
の
ネ
ラ
イ
は
、
一
二
〇
〇
兆
円
と
い
わ
れ
る
個
人
の
金
融
資

産
で
あ
る
。
日
本
は
元
本
保
証
の
あ
る
定
期
性
預
金
が
多
い
が
、
米
国
は
ハ
イ
リ
ス
ク
、
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
の
株
式
、
投
資
信

託
が
多
い
。
（
別
図
参
照
）
。
二
十
一
世
紀
に
は
①
金
融
機
関
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
金
利
や
手
数
料
が
異
な
っ
た
り
、
②
新
し

い
金
融
商
品
が
開
発
さ
れ
る
な
ど
、
新
し
い
金
融
の
流
れ
が
激
化
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

榔
　
高
齢
化
と
人
口
減
少
社
会

㈲
　
高
齢
社
会
と
長
野
県

い
ま
日
本
で
は
、
世
界
に
例
を
み
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
長
寿
の
進
行
と
少
子

化
傾
向
で
あ
る
。
国
際
的
に
、
老
年
人
口
比
率
（
老
年
人
口
／
総
人
口
×
1
0
0
）
　
に
よ
っ
て
高
齢
社
会
を
区
分
け
し
て
い
る

が
、
日
本
の
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

何
高
齢
化
社
会
…
…
七
～
一
四
％

一
九
七
〇
年
　
（
昭
和
四
五
年
）
　
～
一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
）



㈲
高
齢
社
会
…
…
一
四
～
二
〇
％

一
九
九
四
年
　
（
平
成
六
年
）
　
～
二
〇
〇
五
年
　
（
平
成
一
七
年
）

回
超
高
齢
化
社
会
…
…
二
〇
％
以
上

二
〇
一
〇
年
以
降

二
十
一
世
紀
に
は
、
二
〇
二
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
「
前
期
高
齢
者
　
（
六
五
～
七
四
才
）
　
が
急
増
す
る
。
一
万
、
七
五
才
以
上

の
　
「
後
期
高
齢
者
」
　
は
、
現
在
の
七
一
八
万
人
か
ら
一
貫
し
て
増
加
し
、
二
〇
二
二
年
に
は
、
一
九
三
六
万
人
に
達
し
「
前

期
高
齢
者
」
を
追
い
抜
く
と
い
う
予
測
が
あ
る
。

長
野
照
は
全
国
有
数
の
長
寿
県
で
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
一
人
当
り
医
療
費
は
全
国
一
少
な
い
。
信
州
人
が
何
故
長
寿
で
あ

る
の
か
。
「
あ
る
年
齢
ま
で
元
気
に
生
き
、
病
ま
ず
に
死
ぬ
」
　
こ
と
を
P
P
K
　
（
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
）
　
と
い
う
が
、
長
野
県

は
P
P
K
達
成
日
本
一
と
い
う
「
P
P
K
の
す
す
め
」
　
（
長
野
県
に
学
ぶ
健
康
長
寿
の
条
件
）
　
と
い
う
本
が
最
近
出
版
さ
れ
、

そ
の
中
で
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
一
読
を
お
す
す
め
す
る
。
（
注
）

※
水
野
肇
・
青
山
英
康
編
者

P
P
K
の
す
す
め
　
紀
伊
国
屋
書
店

㈲
　
少
子
化
社
会

日
本
の
人
口
の
歴
史
は
、
人
口
増
加
の
歴
史
で
あ
っ
た
が
、
他
の
先
進
国
と
同
じ
よ
う
に
二
十
一
世
紀
に
は
有
史
以
来
の

二

十

一

世

紀

の
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九

八

減
少
期
に
入
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
二
人
の
女
性
が
一
生
に
生
む
子
供
の
数
）
で
、
現
在
の
人
口
を
維
持
す
る
の
に
必
要

な
水
準
　
（
人
口
置
換
水
準
）
　
は
二
・
〇
八
で
あ
る
の
に
、
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
　
の
「
一
・
五
七
シ
ョ
ッ
ク
」
以
来
、

低
下
し
続
け
て
い
る
。
少
子
化
の
原
因
と
し
て

回
未
婚
率
の
上
昇
と
晩
婚
化

㈲
育
児
の
負
担
増
、
仕
事
の
両
立
の
負
担
感

何
個
人
の
結
婚
観
、
価
値
観
の
変
化
　
（
ミ
ー
イ
ズ
ム
）

刷
親
か
ら
独
立
し
て
結
婚
生
活
を
営
む
こ
と
へ
の
た
め
ら
い
。

何
そ
の
他
　
（
離
婚
の
増
加
な
ど
）

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

の
　
人
口
減
少
社
会
の
構
図

厚
生
省
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
人
口
は

二
〇
〇
五
年
　
（
平
成
一
七
年
）
…
…
一
億
二
七
百
万
人
　
（
ピ
ー
ク
）

二
〇
二
五
年
（
平
成
三
七
年
）
…
…
一
億
二
〇
百
万
人

二

〇

九

五

年

　

　

　

　

　

　

　

…

…

六

一

百

万

人

と
半
減
す
る
と
い
う
予
測
が
あ
る
。
人
口
構
造
も
、
二
〇
〇
二
年
は
、
老
年
人
口
　
（
六
五
才
以
上
）
　
は
、
年
少
人
口
　
（
○

～
一
四
才
）
　
を
上
回
り
、
二
〇
一
五
年
に
は
老
年
人
口
は
総
人
口
の
二
五
・
一
％
と
な
り
、
国
民
の
四
人
に
一
人
が
六
五
才

以
上
と
な
る
。
生
産
年
令
人
口
　
二
五
～
六
四
才
）
　
は
、
一
九
九
五
年
を
ピ
ー
ク
に
減
り
は
じ
め
て
い
る
。
（
次
ペ
ー
ジ
参
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二
十
一
世
紀
の
経
済
を
語
る

照）
こ
の
こ
と
か
ら
経
済
社
会
へ
の
影
響
と
し
て
は
、
成
長
率
が
あ
ま
り

伸
び
な
い
質
的
充
実
型
の
成
熟
社
会
に
転
換
し
て
い
き
、
高
齢
者
や
既

婚
女
性
の
雇
用
機
会
は
拡
大
す
る
。
生
涯
現
役
型
の
高
令
者
が
増
え
、

男
性
優
位
で
き
た
社
会
や
会
社
の
慣
習
は
漸
次
是
正
さ
れ
、
男
女
共
同

参
画
時
代
と
な
っ
て
い
こ
う
。
ま
た
女
性
の
政
治
へ
の
参
加
が
ふ
え
、

個
人
の
多
様
性
や
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
大
き
な

役
割
を
果
す
よ
う
に
な
る
。
反
面
、
医
療
負
担
の
増
加
、
労
働
力
人
口

の
減
少
か
ら
、
国
民
負
担
率
（
国
民
所
得
に
占
め
る
社
会
保
障
や
税
金

の
負
担
率
）
　
が
増
加
し
、
年
金
の
給
付
額
の
削
減
、
支
給
開
始
年
令
の

引
き
上
げ
も
実
施
さ
れ
る
。

畑
　
地
球
環
境
へ
の
重
視

一
九
九
八
年
は
、
前
年
春
に
発
生
し
た
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
と
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
に
よ
る
　
「
地
球
温
暖
化
」
が
複
合
作
用
し
て
、
地
球
の

暑
さ
は
史
上
最
高
と
な
り
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
も
世
界
各
地
に
お

き
た
。
「
地
球
は
病
ん
で
い
る
」
「
厚
着
を
は
じ
め
た
地
球
」
な
ど
と
呼

九
九
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一

〇

〇

ば
れ
、
二
〇
世
紀
先
進
国
が
享
受
し
た
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の
一
方
的
経
済
の
マ
イ
ナ
ス
面
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
と
く
に
最
近
は
ご
み
焼
却
場
の
煙
り
や
残
灰
か
ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚
染
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
、
電
磁

波
な
ど
の
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
歴
史
的
に
み
る
と
、
日
本
に
お
け
る
公
害
問
題
は
、
高
度
成
長
の

中
で
企
業
が
お
こ
し
た
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
や
水
俣
病
、
四
日
市
公
害
が
公
害
大
国
日
本
と
し
、
て
世
界
的
に
注
目
さ
れ
た
。
世

界
的
に
は
今
か
ら
十
年
前
の
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
、
欧
米
に
お
い
て
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
が
、
地

球
の
環
境
問
題
と
し
て
は
じ
め
て
採
り
上
げ
ら
れ
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
生
産
が
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
に
よ
り
、
一
九
九
五

年
全
廃
と
規
制
さ
れ
た
。

フ
ロ
ン
と
は
日
本
だ
け
の
名
称
で
、
正
確
に
は
、
ク
ロ
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
　
（
C
F
C
）
　
と
い
い
、
塩
素
と
フ
ッ
素
が

結
合
し
た
炭
化
水
素
で
あ
る
。
用
途
は
、
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
、
殺
虫
剤
の
噴
射
剤
、
断
熱
剤
（
建
築
資
材
）
な
ど
広
範
囲
に
使

わ
れ
て
い
る
。

地
球
か
ら
放
出
さ
れ
た
人
口
物
質
フ
ロ
ン
は
ゆ
っ
く
り
と
上
昇
、
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
し
、
　
紫
外
線
の
増
加
を
も
た
ら
し

皮
膚
ガ
ン
発
生
の
原
因
と
な
る
。
フ
ロ
ン
は
オ
ゾ
ン
層
に
到
達
す
る
の
に
十
五
年
以
上
か
か
る
。
今
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
し
て

い
る
の
は
、
十
五
年
前
に
放
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
代
替
フ
ロ
ン
　
（
H
C
F
C
）
　
は
二
〇
二
〇
年
迄
に
は
全
廃
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

㈱
　
地
球
環
境
問
題
へ
の
広
が
り

オ
ゾ
ン
層
破
壊
に
は
じ
ま
る
地
球
環
境
へ
の
関
心
は
、
地
球
温
暖
化
、
酸
性
雨
、
熱
帯
林
の
減
少
、
砂
漠
化
、
生
物
種
の

減
少
、
環
境
汚
染
、
途
上
国
の
公
害
問
題
な
ど
多
方
面
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。



㈲
　
地
球
温
暖
化

地
球
温
暖
化
は
、
二
酸
化
炭
素
（
0
0
）
を
は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
太
陽
の
光
は
通
す
が
熟
は
通
さ
な
い
）
の
濃

度
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
き
る
。
そ
の
主
な
原
図
は
、
化
石
燃
料
（
石
油
・
石
炭
）
　
の
大
量
消
費
に
よ
る
。
I
P
C
C

（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
　
の
報
告
で
は
、
二
十
一
世
紀
の
中
頃
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
は
、
産
業
革

命
以
前
に
比
べ
て
約
二
倍
に
な
り
、
平
均
気
温
（
地
球
の
平
均
気
温
は
摂
氏
十
五
度
）
が
二
度
前
後
上
昇
す
る
。
（
過
去
百

年
で
〇
・
五
度
上
昇
）
。
こ
の
結
果
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
猛
暑
、
洪
水
、
干
ば
つ
、
山
火
事
、
熱
波
の
発
生
が
増
え
、
海

水
温
度
の
上
昇
で
海
面
が
上
昇
し
水
没
危
険
地
域
が
増
大
す
る
。

一
九
九
七
年
十
二
月
に
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
合
議
が
日
本
の
京
都
で
開
か
れ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
、
二
〇
〇

八
年
l
一
〇
二
一
年
（
平
均
値
）
　
に
は
、
一
九
九
〇
年
（
基
準
値
）
　
に
比
べ
E
U
八
％
、
ア
メ
リ
カ
七
％
、
日
本
六
％
削
減

す
る
目
標
値
を
き
め
て
い
る
。

の
　
森
林
破
壊
、
酸
性
雨

森
林
は
多
く
の
生
物
を
養
い
保
水
力
に
優
れ
、
炭
素
同
化
作
用
（
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
酸
素
を
放
出
）
　
に
よ
っ
て
大
気

を
浄
化
し
て
い
る
。
人
間
の
呼
吸
は
一
日
一
五
〇
グ
ラ
ム
の
炭
素
を
放
出
す
る
が
、
車
の
場
合
は
、
一
日
満
タ
ン
の
ガ
ソ
リ

ン
を
使
い
切
る
と
、
約
一
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
　
（
人
間
の
呼
吸
の
一
千
倍
）
の
C
O
を
発
生
す
る
。
樹
木
の
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
量
は
、
菓
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
で
一
年
間
に
お
お
む
ね
二
・
六
キ
ロ
に
な
る
と
い
う
。
地
球
温
暖
化
が
、
今
の
ペ
ー
ス

で
進
め
ば
、
二
一
〇
〇
年
に
は
温
帯
や
亜
寒
帯
を
中
心
に
地
球
上
の
森
林
の
四
〇
％
以
上
が
枯
れ
る
と
い
う
研
究
も
発
表
さ

れ
て
い
る
。
酸
性
雨
は
、
石
炭
や
石
油
の
燃
焼
に
よ
っ
て
生
じ
る
硫
黄
酸
化
物
（
弧
）
、
窒
素
酸
化
物
（
N
O
）
が
水
蒸
気
と
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一

〇

二

反
応
し
て
硫
酸
、
硝
酸
に
な
り
雨
や
霧
と
な
っ
て
、
樹
木
が
枯
れ
、
湖
の
魚
が
姿
を
消
し
、
古
い
石
像
な
ど
が
ポ
ロ
ポ
ロ
に

な
り
腐
食
す
る
。

刷
地
球
人
の
世
紀

二
十
一
世
紀
に
は
「
資
源
枯
渇
」
や
「
環
境
破
壊
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
経
済
拡
大
や
物
質
的
豊
か
さ
へ
の
追
求
と
い
う
理

念
を
転
換
す
る
世
紀
と
な
る
。
「
命
」
と
「
安
全
」
と
「
未
来
」
を
大
切
に
す
る
価
値
観
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
バ
ラ
女
史

の
「
地
球
的
規
模
で
考
え
、
足
元
か
ら
行
動
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球
と
共
生
す
る
。
二
十
一
世
紀
は
「
成
長
の
た
め

の
経
済
学
」
　
か
ら
「
持
続
の
た
め
の
経
済
学
」
　
に
転
換
し
て
い
く
世
紀
と
な
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上


